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ラムサール条約第９回締約国会議 結果概要 

 

１．日程：平成１７年１１月８日（火）－１５日（火） 
 

２．場所：カンパラ（ウガンダ） 

 
３．出席者： 

締約国政府代表（約１２０ヵ国。非締約国もオブザーバー参加）

務局、国際機関、NGO 等約１０００人。我が国からは、政府代表

関係自治体及び NGO 等５０人以上が参加。政府代表団は外務省、

交省及び（財）自然環境研究センターから構成。 
 

４．主な討議事項 

（１）ラムサール条約の効果的な履行に地域フォーラムが果たす重要

る決議 
 アジア諸国に対し、「アジア湿地シンポジウム」の果たす役割の認識

な参加を要請し、他の地域でも条約の効果的な履行のためのツールと

フォーラムの活用を呼び掛ける決議案を我が国から提案し、ほぼ原案

択された。 

 

（２）ラムサール条約の枠組みにおける地域イニシアティブ 
 我が国が豪州と共同で提案していた「東アジア・東南アジア・オー

ア地域における渡り性水鳥の生息地の保全と持続的な利用に関する

イプ２パートナーシップ」は、条約の枠組みに基づく地域イニシアテ

つとして承認された。 

 

 

（３）高病原性鳥インフルエンザに対応した湿地及び水鳥の管理 

 高病原性鳥インフルエンザに対応するための決議案が緊急的な事項

議の場において提案された。鳥類及び野生生物の専門家と公衆衛生及

専門家と連携を図ること、鳥インフルエンザを予防するために野鳥を

湿地を破壊、改変することはラムサール条約上好ましくないことを述

もに、条約事務局に対し、ＷＨＯ、ＦＡＯ等と連携を図りつつ、高病

ンフルエンザに関する正しい情報提供を促進すること等を求める内容

れた。 
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（４）「国際的に重要な湿地のリストを将来的に拡充するための戦略的枠組み

及びガイドライン」の改正 

 ラムサール条約湿地に係る従来の８つの基準に加え、基準９として湿地に依

存する鳥類以外の動物種（又は亜種）の地域個体群の１％以上を支える場合に

適用する基準が新たに追加された。 

 なお、当初基準１に含めることが提案されていた湿地の文化的価値について

は、他の決議においてガイダンスとして示されるに留まった。 

 

（５）その他 

・2008 年に開催予定のＣＯＰ１０の開催地は韓国（慶尚南道）に決定した。 
・2006 年－2008 年の常設委員会のアジア地域代表は、中国、タイ、イランに

決定した。我が国は連続２期に渡って地域代表を務めたため、規則に従っ

て今回会議をもって地域代表からは退いた。 
・ラムサール湿地保全賞の教育分野で、日本のラムサールセンター（ＲＣＪ）

の中村玲子事務局長が、豪州のウェットランドセンターとともに、１１月

８日の開会式において表彰された。 
 

５．ラムサール条約湿地新規登録箇所の登録認定証授与式 

 １１月１０日に、１１月８日付けで新たに登録された２０箇所のラムサール

条約湿地について、関係自治体への登録認定証授与式を開催。参加者は、ラム

サール条約事務局、「ラムサール条約登録湿地を増やす議員の会」、日本代表団、

関係自治体、NGO、各国代表団等約１００名（うち海外参加者は約４０名）。 

 事務局長より、COP9 に参加した関係自治体に対し登録認定証が授与された。

条約湿地数の増加のみならず、多様なタイプの湿地を登録した日本の努力が事

務局長から高く評価された。 

 
 


